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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７

　６月１０日の「時の記念日」は、大正９年（１９２０年）に

制定された歴史ある記念日である。また、祝日のない月は６月

だけであったこともあり、時計工藝新聞社では、長年〝時の記

念日を祝日に〟を提唱している。

主なニュース主なニュース主なニュース
1～3期の業況[総合 ]は
21.7ポイントの減少 （２面）

日本眼鏡卸連合会の新
会長に藪下和巳氏（３面）

日本ジュエリー展の入
賞作品を公表 （４面）

　日本ジュエリー協会が公表し
た２０２４年１～３月期の定期
業況調査での業況［総合］は、
前年同期比で２１. ７ポイント
減少した。

　日本眼鏡卸組合連合会は、５
月２１日に通常総会を開催し、
東京眼鏡卸協同組合の藪下和巳
理事長が新会長となった。

　日本ジュエリーデザイナー協
会は、このほど「第３３回公募
２０２４日本ジュエリー展」の
入賞作品を公表した。

貴金属地金相場旬報
日　付 円相場金 銀Pt

５月17日㈮

20 日㈪

21 日㈫

22 日㈬

23 日㈭

24 日㈮

27日㈪

28日㈫

29日㈬

30日㈭

31日㈮

13,137〃

13,390〃

13,477〃

13,442〃

13,266〃

13,003〃

13,016〃

13,107〃

13,192〃

13,064〃

13,059〃

―田中貴金属工業調べ―

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）

5,910円

6,041〃

5,885〃

5,896〃

5,838〃

5,753〃

5,805〃

5,949〃

5,992〃

5,879〃

5,793〃

155.47円

155.85〃

156.45〃

156.27〃

156.80〃

157.07〃

156.73〃

156.80〃

157.38〃

156.71〃

156.65〃

165.99円

175.78〃

179.08〃

180.07〃

174.24〃

170.28〃

171.93〃

178.75〃

181.28〃

181.39〃

175.78〃

　自　令和６年４月１日
　至　令和７年３月

Ⅰ　事業方針
　本年は、新型コロナウイルス感
染症も昨年５月より「５類感染症」
となり経済活動も活性化され、ス
ポーツイベントなど表彰も多くな
ることでしょう。当業界にとりま
しては嬉しいことで業界に追い風
となることを期待するイベントが
目白押しです。本年度も情勢の変
化に敏速に対応し、『持続可能な
目標』を組合員の皆様と共に検討、
組合活動に反映することで組合企
業様の事業活動に有益となる機会
や商材の提供を行ってまいります
所存です。

Ⅱ　事業計画
　１．福利厚生事業・教育情報事
業
　組合員間の連携強化を図るた
め、定期的な交流の場を設ける。
また組合各社の発展のため人材教
育に有益な情報の提供を行う。
　２．ＤＸ（デジタルトランスフ
ォーメーション）を取り入れる
　デジタル技術を浸透させること
で人々の生活をより良いものへと
変革するため、既存の価値観や枠
組みを根底から覆すようなイノベ
ーションを当組合でも取り入れ
る。
　３．組合員の皆様に有益な事業
提案・商品を提供する
　共同購買・金融等、健全な運営
と発展を目指し計画・推進を行う。
また組合各社に事業繁栄・拡充の
ための情報も提供し、組合一丸と
なって業界発展への取り組みを強
化する。
　４．70 周年事業の計画立案
　２０２８年組合創設 70 年を迎
えることについて委員会を立ち上
げる。

　
東
京
貴
金
属
工
芸
品
工
業
協

同
組
合（
東
京
都
台
東
区
根
岸
、

山
中
孝
文
理
事
長
）
は
、
５
月

22
日
に
東
京
貴
工
會
館
で
「
第

78
回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
、

11
月
20
日
に
組
合
を
解
散
す
る

事
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
最
初
に
山
中
理
事
長
は
開
会

あ
い
さ
つ
の
中
で
、
東
京
貴
工

會
舘
売
却
と
組
合
解
散
の
事
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
昨
年
の
12
月
ご
ろ
に
近
く
の

医
療
法
人
・
せ
い
お
う
会
か
ら
、

１
階
の
駐
車
場
を
借
り
た
い
と

の
意
向
が
あ
っ
た
が
、
事
前
に

組
合
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

ビ
ル
を
売
却
し
て
も
良
い
と
の

回
答
が
あ
り
、
臨
時
総
会
を
開

き
、
３
月
29
日
に
売
却
し
て
、

組
合
も
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ

た
―
―
と
説
明
が
あ
り
、「
最

後
の
通
常
総
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
慎
重
な
審
議
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
し
た
。

　
総
会
は
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
６
号
議
案
ま
で
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
、
同
組
合
で
は
、
創
作

コ
ン
ク
ー
ル
や
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

で
の
特
別
展
は
、
通
常
通
り
行

い
、
８
月
２
日
に
資
産
評
価
を

行
い
、
11
月
20
日
に
解
散
と
な

る
。
ま
た
、
そ
れ
以
後
、
２
～

３
カ
月
か
け
て
清
算
を
行
う
こ

と
に
な
る
。

　
全
東
京
記
章
商
工
協
同
組
合
（
出
井

久
幸
理
事
長
）
は
、
５
月
21
日
に
東
京

都
台
東
区
の
上
野
精
養
軒
で
「
第
67
回

通
常
総
会
」
を
開
催
し
、
第
１
号
議
案

か
ら
第
８
号
議
案
ま
で
全
て
全
会
一
致

で
承
認
し
た
。ま
た
、青
年
部
な
ど
若
い

人
た
ち
と
の
懇
親
を
深
め
、
業
界
を
盛

り
上
げ
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
と
強
調

し
た
。

　
総
会
は
、
松
下
理
事
の
司
会
進
行

で
、
早
津
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に
続

い
て
、
今
年
３
月
31
日
に
亡
く
な
っ
た

土
橋
正
宏
理
事
に
対
し
全
員
で
黙
と
う

を
行
っ
た
。

　
こ
の
後
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
出
井
理

事
長
は
「
若
い
人
た
ち
が
新
聞
を
読
ま

な
く
な
り
、
ス
マ
ホ
で
情
報
を
入
手
す

る
と
い
う
。
本
人
が
必
要
と
す
る
も
の

し
か
入
手
し
よ
う
と
し
な
く
な
っ
た
。

税
金
や
政
治
に
対
す
る
こ
と
を
問
題
視

し
な
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、
も
っ
と
色
々
な
問
題
に
関
心
を

も
っ
て
対
処
す
る
方
法
を
考
え
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
本
日
は
ス
ム
ー
ズ
な
審
議

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
し
た
。

　
早
津
副
理
事
長
を
議
長
に
選
出
し
、

第
１
号
議
案
か
ら
第
８
号
議
案
ま
で
審

議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
の
令
和
６
年
度
事
業
計
画
で

は
別
項
の
と
お
り
公
表
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。

　
ま
た
、役
員
定
数
の
変
更
の
件
で
は
、

組
合
員
数
減
少
の
影
響
も
あ
り
、
理
事

の
数
を
現
行
の
21
人
以
上
23
人
以
内
を

18
人
以
上
20
人
以
内
に
変
更
す
る
件
も

承
認
さ
れ
た
。

の
意
欲
を
語
っ
た
あ
と
「
徽
章

は
、
産
業
分
類
に
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ

て
も
項
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。
時

間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ぜ
ひ
産
業
分
類
に
掲
載
さ

れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
の
で
、
ご
協
力
を
お
ね
が

い
し
ま
す
」
と
訴
え
た
。

　
こ
の
あ
と
、
和
気
監
事
が
、

昭
和
33
年
当
時
に
比
べ
て
会
員

数
が
半
分
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
お

り
、
会
員
数
増
加
の
必
要
性
を

強
調
し
、
乾
杯
の
発
声
を
行
い

宴
席
の
場
へ
と
移
っ
た
。

減
少
す
る
会
員
数
の
回
復
を

一
丸
で
誓
い
懇
親
会
を
開
催

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
分
科

会
は
、
先
ご
ろ
加
入
小
売
会
員
に
対
し
て
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
」
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
今
回
は
初
め
て
の
調
査

で
サ
ン
プ
ル
数
も
少
な
い
が
、
同
協
会
で
は
、
毎
年
調
査
を

実
施
し
サ
ン
プ
ル
数
を
増
や
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

『ブライダルダイヤモンドに
関するヒアリング調査』概要

回答なし

　
❷
取
り
扱
い
ジ
ュ
エ
リ
ー

（
時
計
は
除
く
）
の
う
ち
エ
ン

ゲ
ー
ジ
リ
ン
グ
の
割
合
は
売
上

ベ
ー
ス
で
ど
の
位
で
す
か
？

（
27 

件
の
回
答
）

　
❶
貴
店
・
貴
ブ
ラ
ン
ド
で
は
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

リ
ン
グ
を
店
頭
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
か
？
（
31 

件
の
回
答
）

　
❼
ブ
ラ
イ
ダ
ル
リ
ン
グ
に
関

す
る
販
売
員
の
研
修
は
ど
の
位

の
頻
度
で
行
っ
て
い
ま
す
か
？

（
30 

件
の
回
答
）

　
❻
マ
リ
ッ
ジ
の
み
購
入
の
お

客
様
が
多
い
場
合
、
理
由
は
何

だ
と
思
い
ま
す
か
？
（
27 

件

の
回
答
）

　
❺
エ
ン
ゲ
ー
ジ
の
み
購
入
の

お
客
様
が
多
い
場
合
、
理
由
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
？
（
21 

件
の
回
答
）

　
❸
取
り
扱
い
ジ
ュ
エ
リ
ー

（
時
計
は
除
く
）
の
う
ち
エ
ン

ゲ
ー
ジ
リ
ン
グ
の
割
合
は
個
数

ベ
ー
ス
で
ど
の
位
で
す
か
？

（
27 

件
の
回
答
）

　❹エンゲージ とマリッジの販
売比率はそれぞれ何パーセントか
教えてください。（24 件の回答）

以
下
４
面
に
掲
載

　
総
会
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会

で
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
出
井

理
事
長
は
「
現
在
、
青
年
部
も

20
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
懇
親
を
深
め
て

将
来
の
青
年
部
を
盛
り
上
げ
て

加
入
者
も
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
業
界
の
発
展
に
向
け
て

１１月２０日 組合解散
東京貴工會館は売却

東京貴金属工芸品工業協同組合

全
東
京
記
章
商
工
協
同
組
合
総
会

若い人達と懇親深め
業界盛り上げていく
若い人達と懇親深め
業界盛り上げていく
出井理事長が強調 Ｊ

Ｊ
Ａ

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
分
科
会
実
施

６
月
10
日

６
月
10
日

時の記念日を祝日に時の記念日を祝日に
時計工藝新聞社は提唱しています

和
気
監
事
が
乾
杯
発
声

全東京記章商工協同組合

事業計画

５月 22日が最後の総会

な
に
わ
時
計
学
校

学
校
長  

池
宮
俊
二

〒596-
　 0071

大
阪
府
岸
和
田
市
魚
屋
町
一-

二
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
二-

四
二
二-

〇
二
八
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二-

四
二
二-

〇
二
八
二 
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私共は「時の記念日」が
国民の祝日になる事を
熱望しています。 「

基
本
が
学
べ
る
」



第２５２５号 令和６年（２０２４年）６月５日 （２）（第三種郵便物認可）

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 284 230 81.0% 284 230 81.0%

ﾈｯｸﾚｽ 3,052 3,407 111.6% 3,052 3,407 111.6%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 1,188 740 62.3% 1,188 740 62.3%

その他 273 483 176.9% 273 483 176.9%

計 4,797 4,860 101.3% 4,797 4,860 101.3%

指輪 253 133 52.6% 253 133 52.6%

ﾈｯｸﾚｽ 11,045 13,338 120.8% 11,045 13,338 120.8%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 3,274 3,786 115.6% 3,274 3,786 115.6%

その他 3,180 3,981 125.2% 3,180 3,981 125.2%

計 17,752 21,238 119.6% 17,752 21,238 119.6%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 9 0 － 9 0 －

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 3,225 1,858 57.6% 3,225 1,858 57.6%

計 3,234 1,858 57.5% 3,234 1,858 57.5%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 3 25 833.3% 3 25 833.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 20 － 0 20 －

その他 0 0 － 0 0 －

計 3 45 1500.0% 3 45 1500.0%

指輪 537 363 67.6% 537 363 67.6%

ﾈｯｸﾚｽ 14,109 16,770 118.9% 14,109 16,770 118.9%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,462 4,546 101.9% 4,462 4,546 101.9%

その他 6,678 6,322 94.7% 6,678 6,322 94.7%

計 25,786 28,001 108.6% 25,786 28,001 108.6%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 357 30 8.4% 357 30 8.4%

盃 1,235 1,240 100.4% 1,235 1,240 100.4%

バッジ 1,015 0 － 1,015 0 －

その他 627 588 93.8% 627 588 93.8%

計 3,234 1,858 57.5% 3,234 1,858 57.5%

コンビ製品

合　計

白金製品

金製品
(WG含む)

銀製品

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和6年4月)

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
カ
シ
オ
オ

ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
限
定
の
サ
ー

ビ
ス
。
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
時
計
と
し
て
だ

け
で
な
く
、「
推
し
活
」
の
ア

イ
テ
ム
や
自
分
の
お
気
に
入
り

を
モ
チ
ー
フ
に
時
計
を
作
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
投
稿
す
る
と
い
っ

た
楽
し
み
方
も
人
気
を
博
し
て

い
る
。

　M
Y G-SHOCK

に
つ
い
て

　「
妄
想
コ
ラ
ボ
モ
デ
ル
」
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
投
稿
さ
れ
る

「
〇
〇
を
イ
メ
ー
ジ
し
てM

Y 
G-SHOCK

を
作
っ
て
み
た
」

を
実
際
の
企
業
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
実
現
し
た
。「M

Y G-S
HOCK

」
と
企
業
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
が
も
し
も
コ
ラ
ボ
を

し
た
ら
、
と
い
う
妄
想
の
コ
ラ

ボ
モ
デ
ル
を
発
表
す
る
企
画
。

身
近
な
食
品
や
飲
料
か
ら
ペ
ッ

ト
、
少
し
ニ
ッ
チ
な
ア
イ
テ
ム

ま
で
、
ロ
ゴ
や
製
品
自
体
と
い

っ
た
対
象
の
カ
ラ
ー
に
近
づ
け

た
ア
イ
テ
ム
を
発
表
す
る
。
各

モ
デ
ル
の
紹
介
ペ
ー
ジ
か
ら
コ

ラ
ボ
モ
デ
ル
と
同
じ
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
パ
タ
ー
ン
を
見
れ
る
ほ

か
、
各
企
業
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
の
ア
イ
テ
ム
も
紹
介
。

妄想コラボモデル
ＷＥＢサイト

　
カ
シ
オ
計
算
機
は
、
自
分

好
み
の
“G-SHOCK

”
が
作

れ
る
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
サ
ー
ビ

ス
「M

Y G-SHOCK

」
か
ら
、

企
業
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と

タ
ッ
グ
を
組
み
、
そ
の
ア
イ
テ

ム
や
造
形
に
色
を
近
づ
け
た

「M
Y G-SHOCK

」
を
紹
介

す
る
サ
イ
ト
「
妄
想
コ
ラ
ボ
モ

デ
ル
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
し
た
。
ま
た
、
各
企
業
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
公
式
Ｘ
、

Instagram

ア
カ
ウ
ン
ト
で
も

モ
デ
ル
を
発
表
し
て
い
る
。

　「M
Y G-SHOCK

」

は
、

初
号
機
を
引
き
継
ぐ
角
型
デ
ザ

イ
ン
の
「DW

E-5610

」
を
ベ

ー
ス
に
、
１
０
０
億
通
り
以
上

か
ら
ベ
ゼ
ル
・
バ
ン
ド
・
フ
ェ

イ
ス
・
ル
ー
プ
な
ど
の
パ
ー
ツ

の
色
を
選
び
、
自
分
好
み
に
カ

２１.７ポイント減と後退
次期（４～６月期）見通しも厳しさ

前　年
同期比

Ｊ
Ｊ
Ａ
定
期
業
況
調
査
告報

２
０
２
４
年

１
～
３
月

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
長

堀
慶
太
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど

２
０
２
４
年
１
～
３
月
期
の
定

期
業
況
調
査
報
告
を
公
表
し

た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
業
況
は
、

２
０
２
４
年
１
～
３
月
期
の
業

況
［
総
合
］
は
、
前
年
同
期
比

で
21
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
と
大
き

く
後
退
、
Ｄ
Ｉ
値
も
マ
イ
ナ
ス

３
・
６
と
な
っ
た
。
２
０
２
４

年
は
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
。

　
Ｄ
Ｉ
値
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
か
ら
回
復
し
て
プ
ラ
ス
圏

で
推
移
し
て
い
た
が
、［
総
合
］

の
今
期
は
２
０
２
１
年
７
～
９

期
以
来
の
マ
イ
ナ
ス
圏
。
全
業

態
が
２
桁
ポ
イ
ン
ト
減
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
伸
び

や
高
額
品
販
売
の
堅
調
な
ど
好

要
因
は
あ
る
も
の
の
、
足
元
で

は
長
引
く
物
価
高
、
先
行
き
警

戒
感
、
天
候
不
順
な
ど
消
費
マ

イ
ン
ド
を
押
し
下
げ
る
要
因
が

強
ま
っ
た
。
年
初
の
能
登
半
島

地
震
の
影
響
は
ほ
ぼ
な
い
と
い

う
意
見
が
多
く
あ
っ
た
が
、
商

況
は
伸
び
を
欠
い
た
。

　
ま
た
、
引
き
続
く
円
安
、
金

高
騰
・
原
材
料
高
、
諸
経
費
増

な
ど
に
よ
り
利
益
率
他
の
数
値

が
悪
化
し
て
い
る
。

　
前
期
（
２
０
２
３
年
10
～
12

月
期
）
比
も
ポ
イ
ン
ト
減
の
調

査
項
目
が
並
ん
だ
。
業
況
［
総

合
］
は
18
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
（
Ｄ

Ｉ
マ
イ
ナ
ス
７
・
７
）。
全
業
態

が
2
桁
ポ
イ
ン
ト
減
だ
っ
た
。

　
　
今
期
実
績
と
比
較
す
る
次

期（
２
０
２
４
年
４
～
６
月
期
）

見
通
し
は
、業
況［
総
合
］が
６
・

３
ポ
イ
ン
ト
の
１
桁
減
。
業
態

別
は
見
方
が
分
か
れ
た
。
製
造

卸
、
輸
入
卸
は
持
ち
直
し
見
込

み
だ
。

タ
ン
ザ
ナ
イ
ト
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
た
。
不
思
議
だ
と
思
っ

た
」
と
、
自
ら
が
目
に
し
た
ジ

ュ
エ
リ
ー
店
で
の
場
面
を
紹
介

し
た
。

　
続
い
て
議
案
の
審
議
が
行
わ

れ
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号

議
案
ま
で
が
審
議
、
全
て
承
認

さ
れ
た
。中
で
も
第
１
号
議
案
・

令
和
５
年
度
事
業
報
告
で
は
、

各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
で
行
っ
た
事

業
が
報
告
さ
れ
、
関
東
支
部
は

１
月
に
行
っ
た
「
新
年
チ
ャ
リ

テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
に
お
け

る
売
上
の
一
部
を
、
能
登
半
島

地
震
義
援
金
で
あ
る
サ
ザ
エ
さ

ん
募
金
に
寄
付
し
た
こ
と
な
ど

を
紹
介
。
ま
た
第
３
号
議
案
・

令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
に
つ

い
て
、
組
合
本
部
か
ら
は
バ
ン

コ
ク
に
お
け
る
宝
石
・
宝
飾
品

フ
ェ
ア
に
付
随
し
、
現
地
の
色

石
市
場
等
の
視
察
を
教
育
情
報

事
業
と
し
て
計
画
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
の

計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
し
て

第
５
号
議
案
・
そ
の
他
報
告
事

項
等
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
に

伴
う
青
年
部
の
部
員
減
少
の
状

況
を
懸
念
し
、
青
年
部
卒
業
後

も
２
年
程
度
は
活
動
参
加
可
能

に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案

が
あ
り
、
部
費
引
き
上
げ
の
メ

リ
ッ
ト
と
い
う
観
点
か
ら
も
賛

成
さ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
加
藤
久
雄
副
理
事

長
が
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
総

会
は
閉
幕
し
た
。

　
全
国
宝
石
卸
商
協
同
組
合

（
望
月
英
樹
理
事
長
）
は
、
５

月
29
日
（
水
）
に
第
71
回
通
常

総
会
を
東
京
美
宝
会
館
（
東
京

都
千
代
田
区
）
３
階
会
議
室
で

開
催
し
た
。

　
野
辺
靖
人
常
任
理
事
に
よ
る

開
会
宣
言
か
ら
始
ま
り
、
望
月

理
事
長
が
議
長
挨
拶
を
述
べ

た
。
挨
拶
の
中
で
、
望
月
理
事

長
は
「
私
事
だ
が
先
日
Ｑ
Ｅ
、

ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
に
乗

っ
た
。
そ
の
中
に
ジ
ュ
エ
リ
ー

の
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
な
ぜ
か

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
で

は
、
宝
石
品
質
判
定
講
座
の
特

別
講
座
と
し
て
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
本
質
と
ア
ン
カ
ッ
ト
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
品
質
判
定
」
講
座

を
開
講
す
る
。
講
師
は
宝
石
品

質
判
定
講
座
監
修
者
の
諏
訪
恭

一
氏
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
本
質
を
知

る
こ
と
で
、
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
意
味
、
自
然
の

ま
ま
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
品
質

の
と
ら
え
方
、
価
値
の
つ
き
方

を
学
ぶ
。

　〈
諏
訪
恭
一
氏
の
コ
メ
ン
ト
〉

　
人
類
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
出

会
っ
た
の
は
紀
元
前
８
８
０
０

年
頃
、
当
時
は
そ
の
希
少
性
か

ら
大
変
珍
重
さ
れ
、
自
然
が
生

み
出
し
た
美
し
い
形
、
透
明

感
、
そ
し
て
「
類
ま
れ
な
硬

さ
」
に
魔
力
が
宿
っ
て
い
る
と

る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

　
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
魅
力
は
、「
自
然

の
ま
ま
の
姿
」
と
「
輝
き
」
と

い
う
、
全
く
異
な
る
視
点
か
ら

で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
同
講
座
で
は
ア
ン
カ
ッ
ト
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
を
手
に
取
っ
て
見

て
「
自
然
を
感
じ
」、
一
つ
ひ

と
つ
異
な
る
「
魅
力
」
を
実
感

し
ま
す
。

　
開
講
日
：
７
月
３
日
（
水
）

10
時
30
分
～
16
時 

　
会
場
：
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト

学
院 

東
京
本
校 

宝
石
学
教
室

　
定
員
：
12
人
（
先
着
順
）

　
テ
キ
ス
ト
：
決
定
版 

ア
ン

カ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
（
世
界

文
化
社
刊
４
４
０
０
円
）
持
参

ま
た
は
購
入
必
須

　
持
ち
物
：
10
倍
ル
ー
ペ

　
受
講
料
：
一
般
５
万
５
０
０

０
円
（
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学

院
の
在
校
生
・
卒
業
生
は
３
万

３
０
０
０
円
）

　
申
込
方
法
：
日
本
宝
飾
ク
ラ

フ
ト
学
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
（https://www.jj-craft.

com
/

）

　
問
い
合
わ
せ
先
：
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
３
３
８
８

―
２
６

　
★M

Y G-SHOCK

妄
想

コ
ラ
ボ
モ
デ
ル
のW

EB

サ
イ

ト　https://w
w

w
.casio.

com
/jp/w

atches/m
ygsh

ock/contents/m
ousou-

collaboration-pr

　
サ
ー
ビ
ス
詳
細

　
・
サ
ー
ビ
ス
名
：M

Y G-S

HOCK

　
・
申
し
込
み
方
法
：W

EB

サ
イ
ト https://www.cas

io.com
/jp/watches/m

ygs
hock/

　
・
価
格
：
１
万
５
４
０
０
円

～
（
税
込
）

　
・
配
送
期
間
：
注
文
か
ら
３

～
５
週
間
程
度
で
発
送

畏
怖
し
、
神
秘

性
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
し

て
２
１
０
０
年

も
の
間
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
は
研

磨
さ
れ
て
い
な

い
自
然
の
ま
ま

の
姿
で
人
々
を

魅
了
し
て
い
ま

し
た
。

　
文
明
が
発
展

し
、
研
磨
が
で

き
る
よ
う
に
な

り
ブ
リ
リ
ア
ン

ト
カ
ッ
ト
が
誕

生
し
て
か
ら

は
、
そ
の
「
輝

き
」
に
魅
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な

り
、
鉱
山
も
増

え
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
を
手
に
取

日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院 

７
月
３
日
開
講

ダイヤの本質とアンカットダイヤの品質判定

アンカットダイヤ特別講座

妄想コラボモデル
ＷＥＢサイト

妄
想
コ
ラ
ボ
モ
デ
ル

妄
想
コ
ラ
ボ
モ
デ
ル

妄
想
コ
ラ
ボ
モ
デ
ル

妄
想
コ
ラ
ボ
モ
デ
ル

ＨＰに公開

「MY G-SHOCK」がインフルエンサーとタッグ

『
バ
ン
コ
ク
宝
石
市
場
』
の

視
察
を
教
育
情
報
事
業
に

全
国
宝
石
卸
商
協
同
組
合
総
会
の
様
子

令和６年度

事業計画案を発表

ア
ン
カ
ッ
ト
‐
マ
ク
ル

ア
ン
カ
ッ
ト
‐
正
八
面
体

アンカットダイヤ特別講座アンカットダイヤ特別講座

令和

全国宝石卸商協同組合 総会

　
１
８
９
２
年
創
業
で
家
庭
用

の
掛
け
時
計
、
置
き
時
計
か
ら

設
備
時
計
、
大
型
表
示
盤
な
ど

の
各
種
機
器
の
製
造
販
売
、
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
他
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
計
時
支
援
も
行

っ
て
い
る
セ
イ
コ
ー
タ

イ
ム
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

㈱
（
東
京
都
江
東
区
／

瀧
沢
観
社
長
）
は
、
セ

イ
コ
ー
ク
ロ
ッ
ク
延
長

保
証
サ
ー
ビ
ス
を
６
月

１
日
か
ら
開
始
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
同

社
ク
ロ
ッ
ク
製
品
を
お

買
い
上
げ
に
な
っ
た
お

客
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
専

用
サ
イ
ト
で
延
長
保
証

登
録
を
行
っ
て
も
ら

い
、
無
償
で
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
も
の
。

　
簡
単
な
手
続
き
で
従
来
の
保

証
期
間
よ
り
も
長
く
安
心
し
て

使
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
自
分
用
は
も
ち
ろ
ん
、
同

社
ク
ロ
ッ
ク
を
ギ
フ
ト
と
し
て

使
う
際
に
も
最
適
。

　
■
対
象
製
品
と
保
証
年
数

　（
表
参
照
）

　
※
以
下
は
サ
ー
ビ
ス
対
象
外

で
す
①
通
常
保
証
５
年
の
一
部

の
デ
コ
ー
ル
製
品
②
ピ
ク
シ

ス
、
ラ
イ
デ
ン
（
通
常
保
証
１

年
）

　
■
登
録
方
法

　
専
用
サ
イ
ト
に
て
手
元
の
商

品
と
お
客
様
の
情
報
を
登
録
い

た
だ
く
と
、
延
長
保
証
書
（
電

子
保
証
書
）
を
メ
ー
ル
で
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

　
専
用
サ
イ
ト
： https://ex-

guarantee.seiko-clock.
co.jp

ク
ロ
ッ
ク
製
品
に
延
長
保
証
サ
ー
ビ
ス

簡
単
手
続
き
で
登
録

無
償
で
最
長
５
年
の
保
証

セ
イ
コ
ー
タ
イ
ム
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
始

カシオ計算機



第２５２５号令和６年（２０２４年）６月５日（３） （第三種郵便物認可）

☎

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
、
グ
リ
ー
ン

と
も
ゴ
ル
フ
場
の
芝
が
元
気
よ

く
青
々
と
し
た
本
格
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
て
、
ク
ラ
ブ
を
新
調
し

た
ア
マ
チ
ュ
ア
も
い
る
で
し
ょ

う
。
話
題
の
最
新
ク
ラ
ブ
を
手

に
入
れ
て
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
バ
ッ
グ

に
あ
る
14
本
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
ア
マ
チ
ュ
ア
に
尋
ね
る
と
、

番
手
ご
と
に
使
う
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で

す
。

　「
５
番
ア
イ
ア
ン
は
林
の
中

か
ら
脱
出
す
る
と
き
に
使
う
」

「
４
番
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
は

距
離
を
出
し
た
い
フ
ェ
ア
ウ
エ

ー
バ
ン
カ
ー
に
つ
か
ま
っ
た

時
」「
Ｓ
Ｗ
は
バ
ン
カ
ー
に
入

っ
た
ら
出
る
ん
で
す
よ
」
と
、

い
っ
た
具
合
で
す
。

　
よ
う
す
る
に
用
途
が
す
で
に

決
ま
っ
て
お
り
、
設
定
し
た
状

況
に
遭
遇
し
た
時
の
た
め
だ
け

に
キ
ャ
デ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
入
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
最
近
は
ウ
エ
ッ
ジ
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
増
え
て
お
り
、
Ｐ

Ｗ
、
52
度
、
Ｓ
Ｗ
と
３
本
の
ア

マ
チ
ュ
ア
が
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
使
用
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
決
め
つ
け
る
な

　
そ
こ
で
Ｐ
Ｗ
で
何
ヤ
ー
ド

打
つ
の
？
　
と
尋
ね
る
と
、

「
１
２
０
ヤ
ー
ド
が
精
い
っ
ぱ

い
」。
じ
ゃ
あ
１
０
０
ヤ
ー
ド

は
何
を
使
う
？
　
に
は
「
Ｐ
Ｗ

で
す
」。

　
52
度
の
ウ
エ
ッ
ジ
は
「
80
ヤ

ー
ド
ぐ
ら
い
」、
90
ヤ
ー
ド
は

何
を
使
う
と
聞
く
と
、「
Ｐ
Ｗ

で
す
」。

　
Ｓ
Ｗ
の
飛
距
離

は
、「
バ
ン
カ
ー
で

し
か
使
わ
な
い
の

で
、
わ
か
ら
な
い
」。

　
ウ
エ
ッ
ジ
に
関
し

て
は
飛
距
離
さ
え
も

曖
昧
で
す
。

　
ア
イ
ア
ン
で
は

１
５
０
ヤ
ー
ド
を
打

つ
時
に
、「
８
番
で

打
ち
た
い
け
ど
、
７

番
を
よ
く
使
っ
て
い

る
か
な
ぁ
」
と
ク
ラ

ブ
性
能
を
理
解
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
ハ
ッ
キ
リ
言
え
る

の
は
、
何
の
た
め
の

14
本
な
の
か
わ
か
っ

で
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　
で
は
６
番
ア
イ
ア
ン
は
と
い

え
ば
、「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
使
い

ま
す
」
と
自
信
が
な
い
時
の
お

助
け
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
林
の
中
に
入
っ
て
も
、
上
を

見
上
げ
た
ら
Ｐ
Ｗ
で
脱
出
で
き

る
ル
ー
ト
が
見
つ
か
る
こ
と
も

あ
り
、
最
初
か
ら
脱
出
は
５
番

ア
イ
ア
ン
と
決
め
つ
け
た
ら
視

野
も
狭
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　
そ
も
そ
も
ク
ラ
ブ
が
14
本
あ

る
の
も
、
最
大
飛
距
離
の
ド
ラ

イ
バ
ー
を
基
準
に
、
各
自
の
レ

ベ
ル
に
あ
っ
た
番
手
ご
と
に
飛

距
離
を
打
ち
分
け
る
ク
ラ
ブ
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
が
ベ
ス
ト
で
す
。

そ
の
う
え
で
弾
道
の
左
右
、
高

低
の
打
ち
分
け
が
使
い
手
に
と

っ
て
成
功
確
率
の
高
い
ク
ラ
ブ

を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
ゲ
ー
ム
プ

ラ
ン
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
が
ス
コ
ア
メ
イ
ク
に
も

直
結
し
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
番
手
ご
と
の
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
限
定
し
な

い
で
、
14
本
の
ク
ラ
ブ
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、
確
率
の
い
い

シ
ョ
ッ
ト
で
プ
レ
ー
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
ゴ
ル
フ
上
達
の
第

一
歩
だ
と
肝
に
銘
じ
て
く
だ
さ

い
。

「何のための１４本か」考える
て
い
な
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
林
の
中
か
ら
な

ら
、
ボ
ー
ル
を
右
足
寄
り
に
置

い
て
６
番
ア
イ
ア
ン
で
低
く
出

せ
ば
、
シ
ョ
ッ
ト
の
技
術
レ
ベ

ル
が
上
が
り
、
５
番
ア
イ
ア
ン

米国行きに加速を付けた
ノーヒットノーラン達成

　
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平

が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
量
産
す
れ

ば
、
パ
ド
レ
ス
の
ダ
ル
ビ
ッ

シ
ュ
有
が
日
米
通
算
２
０
０

勝
到
達
と
メ
ジ
ャ
ー
で
日
本

選
手
の
活
躍
が
目
覚
ま
し

い
。

　
そ
し
て
今
年
か
ら
カ
ブ
ス

に
加
入
し
た
今
永
昇
太
も
全

米
の
注
目
を
集
め
る
。

　
ル
ー
キ
ー
イ
ヤ
ー
の
今

季
は
、
先
発
10
試
合
目
の

敵
地
ブ
ル
ワ
ー
ズ
戦
（
現

地
29
日
）
で
初
黒
星
を
喫

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
無
傷

の
５
勝
連
勝
と
快
進
撃

を
続
け
て
、
防
御
率
０
・

84
。
防
御
率
０
点
台
は
１

９
１
３
年
以
降
開
幕
か
ら

９
試
合
に
登
板
し
た
投
手

の
中
で
最
も
低
い
記
録
だ

っ
た
。

　
５
月
末
時
点
で
５
勝
１

敗
。
防
御
率
１
・
86
は
両

リ
ー
グ
を
通
じ
て
３
位
の

好
成
績
を
キ
ー
プ
し
て
い

る
。

　
す
で
に
４
月
期
の
ナ
・

リ
ー
グ
月
間
最
優
秀
新
人

賞
を
獲
得
し
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
公

式
サ
イ
ト
は
５
月
23
日
発
表

の
パ
ワ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
の
先

発
部
門
で
１
位
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
最
大
の
長
所
は
球
の
キ
レ

に
あ
る
。
ス
ト
レ
ー
ト
は
１

分
間
に
２
４
２
４
回
転
。
昨

季
の
メ
ジ
ャ
ー
平
均
の
２
２

８
３
回
転
を
大
き
く
上
回

り
、
ス
ピ
ン
量
が
多
く
奪
三

振
率
も
高
い
。
ス
ト
レ
ー
ト

は
球
速
１
５
０
キ
ロ
前
後
と

メ
ジ
ャ
ー
で
は
決
し
て
速
い

方
で
は
な
い
が
、
回
転
数
が

多
い
だ
け
に
打
者
は
手
元
で

ボ
ー
ル
が
伸
び
て
い
る
よ
う

な
感
覚
に
襲
わ
れ
る
。

　
ま
た
メ
ジ
ャ
ー
は
ス
ト
ラ

イ
ク
ゾ
ー
ン
が
高
め
に
広

く
、
胸
元
で
浮
き
上
が
る
高

め
真
っ
す
ぐ
の
ボ
ー
ル
が
効

果
を
発
揮
し
て
い
る
。
さ
ら

に
投
球
フ
ォ
ー
ム
は
ト
ッ
プ

ま
で
上
が
っ
た
左
腕
が
振
り

下
ろ
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
一

瞬
の
間
合
い
が
入
る
。

　
打
者
は
間
合
い
を
外
さ
れ

る
と
、
１
５
０
キ
ロ
の
ス
ピ

ー
ド
が
１
５
５
キ
ロ
に
も

１
６
０
キ
ロ
に
も
感
じ
ら
れ

戸
惑
い
、
コ
ン
マ
何
秒
で
は

あ
る
が
対
応
が
遅
れ
る
。

　
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
時
代
は
「
投
げ

る
哲
学
者
」
と
も
呼
ば
れ
、

大
谷
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
研

究
熱
心
。
日
本
球
界
で
も
防

御
率
は
低
か
っ
た
が
、
打
線

の
援
護
が
得
ら
れ
ず
勝
ち
星

に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、

昨
年
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
侍
ジ
ャ
パ
ン

に
選
出
さ
れ
た
の
が
大
き
な

転
機
と
な
っ
た
。

　
カ
ブ
ス
で
は
年
俸
９
０
０

万
ド
ル
、
４
年
総
額
約
77
億

円
と
日
本
球
界
で
は
破
格
だ

が
、
メ
ジ
ャ
ー
で
は
ト
ッ
プ

１
０
０
に
も
入
ら
な
い
。
カ

ブ
ス
は
平
均
年
俸
２
倍
足
ら

ず
で
エ
ー
ス
級
サ
ウ
ス
ポ
ー

を
獲
得
で
き
た
と
い
え
る
。

　
今
永
の
活
躍
に
触
発
さ
れ

る
の
が
日
本
球
界
に
残
る
メ

ジ
ャ
ー
候
補
た
ち
だ
。

　
巨
人
の
戸
郷
翔
征
も
そ
の

ひ
と
り
。
５
月
24
日
の
阪
神

戦
で
史
上
89
人
目
の
ノ
ー
ヒ

ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
。

　
か
ね
て
メ
ジ
ャ
ー
志
向
を

公
言
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で

リ
リ
ー
フ
と
し
て
世
界
一
に

貢
献
。
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
や
大

谷
ら
か
ら
刺
激
を
受
け
、「
今

ま
で
ず
っ
と
行
き
た
く
て
、

ず
っ
と
夢
。
実
際
に
ア
メ
リ

カ
に
行
っ
て
、
よ
り
強
く
思

う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
メ

ジ
ャ
ー
挑
戦
の
希
望
を
は
っ

き
り
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
前
田
健
太
（
タ
イ
ガ
ー

ス
）、千
賀
滉
大
（
メ
ッ
ツ
）、

山
本
由
伸
（
ド
ジ
ャ
ー
ス
）、

今
永
の
４
人
も
日
本
で
ノ
ー

ヒ
ッ
タ
ー
の
勲
章
を
手
に
海

を
渡
っ
た
。

　
戸
郷
だ
け
で
な
く
、
す
で

に
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
達

成
の
佐
々
木
朗
希（
ロ
ッ
テ
）

も
海
外
進
出
に
熱
い
思
い
を

描
い
て
い
る
。
世
界
へ
羽
ば

た
く
日
本
選
手
の
勢
い
が
止

ま
ら
な
い
。（
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
タ
ー
・
三
山
典
央
）

今
永
に
続
く　

投
手
は
巨
人
・
戸
郷

メ
ジ
ャ
ー
で

驚
異
の
快
投

　
大
阪
眼
鏡
卸
協
同
組
合
、
福

井
県
眼
鏡
卸
商
協
同
組
合
、
東

京
眼
鏡
卸
協
同
組
合
の
３
団
体

で
構
成
さ
れ
る
日
本
眼
鏡
卸
組

合
連
合
会
（
東
二
雄
会
長
）
は
、

５
月
21
日
に
東
京
都
千
代
田
区

の
過
門
香
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
丸
の
内

店
に
13
人
が
参
集
し
て
「
第
73

回
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合
会
通

常
総
会
」
を
開
催
し
た
。

　
最
初
に
物
故
者
へ
の
追
悼
黙

と
う
を
行
い
東
会
長
は
「
東
京

眼
鏡
卸
協
同
組
合
が
１
０
０
周

年
を
迎
え
ら
れ
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
し
た
後
「
本

日
は
73
回
目
の
総
会
で
す
が
、

審
議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
東
会
長
が
議

長
と
な
り
第
１
号
議

案
か
ら
第
５
号
議
案

ま
で
審
議
を
行
い
全

て
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
の
役
員
改

選
の
件
で
は
、
東
京

眼
鏡
卸
協
同
組
合
の
藪
下
和
巳

理
事
長
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ

た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
全
国
大
会

で
東
京
眼
鏡
卸
協
同
組
合
の
藪

下
和
巳
理
事
長
は
「
大
変
ご
多

忙
の
と
こ
ろ
、
東
京
ま
で
来
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
よ
う
や
く
リ
ア
ル
で

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ

「
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
が
設
立
さ

れ
、ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
、

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
し

た
。

　
こ
の
あ
と
、
傘
下
組
合
事
業

報
告
、
傘
下
組
合
提
出
議
案
に

対
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

大
会
宣
言
を
発
表
し
て
終
了
と

な
っ
た
。

　【
眼
鏡
記
者
会
共
同
】
静
岡

県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
（
春
田

裕
之
理
事
長
）
の
第
64
期
通
常

総
会
は
５
月
29
日
、
静
岡
市
の

静
岡
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
、

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
収
支
決
算
、
２
０
２
４
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
７
議

案
を
審
議
、原
案
で
可
決
し
た
。

引
き
続
き
、
共
同
仕
入
れ
事
業

や
静
岡
県
眼
科
医
会
と
の
連
携

な
ど
に
力
を
入
れ
る
。

　
総
会
は
午
後
２
時
30
分
、
春

名
直
樹
理
事
の
司
会
で
始
ま

り
、
組
合
員
37
人
中
本
人
出
席

16
人
、
委
任
状
９
通
の
計
25
人

出
席
で
総
会
の
成
立
が
告
げ
ら

れ
、
疋
野
智
男
副
理
事
長
の
辞

で
開
会
。
組
合
員
物
故
者
に
黙

と
う
を
捧
げ
た
。

　
続
い
て
、
春
田
理
事
長
が
賛

助
会
員
の
取
引
先
業
者
に
謝
意

を
表
す
と
と
も
に「
新
年
早
々
、

能
登
半
島
沖
地
震
が
起
こ
り
甚

大
な
被
害
が
あ
っ
た
が
、
復
興

の
ニ
ュ
ー
ス
も
流
れ
始
め
て
お

り
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
な
ど

明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
た
。

昨
年
度
は
初
め
て
日
本
メ
ガ
ネ

協
会
（
日
メ
協
）
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
事
業
と
し
て
、
３
月
に
眼

科
の
先
生
を
講
師
に
招
き
緑
内

障
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
い

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
業

を
継
続
し
、
組
合
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。
今
後
は

日
メ
協
、
静
岡
県
眼
科
医
会
と

の
連
携
を
一
層
深
め
、
当
組
合

の
存
在
を
一
般
消
費
者
に
広
く

認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
次
に
、
市
川
誼
理
事
を
議
長

に
選
出
し
審
議
に
入
り
、
２
０

２
３
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収

支
決
算
報
告
、
共
同
仕
入
部
会

事
業
報
告
、
お
よ
び
収
支
決
算

報
告
、
２
０
２
４
年
度
事
業
計

画
案
お
よ
び
収
支
予
算
案
決
定

の
件
な
ど
７
議
案
を
審
議
、
原

案
で
可
決
し
た
。
こ
の
う
ち
事

業
報
告
で
は
、
静
岡
県
ア
イ
バ

ン
ク
活
動
報
告
と
し
て
ア
イ
バ

ン
ク
募
金
（
19
社
か
ら
５
万
８

５
３
円
）、メ
ガ
ネ
供
養
祭
（
袋

井
市
・
油
山
寺
）
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
共
同
仕
入
れ
部

会
事
業
報
告
で
は
、
夏
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
セ
ー
ル
や
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
年
末
年
始
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
概
況
、
７
０
９
６
万
円
余

の
売
上
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

　
新
年
度
事
業
計
画
は
、
①
共

同
仕
入
れ
事
業
の
見
直
し
並
び

に
推
進
②
静
岡
県
眼
科
医
会
と

の
連
携
な
ら
び
に
講
習
会
の
実

施
③
眼
鏡
業
界
諸
団
体
へ
の
協

力
④
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動

⑤
組
合
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
と
し
た
講
習
会
等
の
実
施

⑥
販
促
事
業
の
実
施
⑦
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
⑧
会
員
拡

大
の
推
進
⑨
定
款
の
見
直
し
⑩

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど
を
利
用
し
た
リ

モ
ー
ト
講
習
会
の
研
究
・
活
用

推
進
⑪
組
合
員
の
資
質
向
上
の

た
め
の
事
業
。

　
総
会
は
午
後
３
時
、
佐
藤
正

次
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
終

了
。
そ
の
後
、
来
賓
の
住
川
守

雄
静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
経
営
支
援
部
長
ら
の
祝
辞
、

賛
助
会
員
の
取
引
先
業
者
に
よ

る
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
記
念
講
演
と
な
り
、

「
イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ン

ズ
の
特
性
と
販
売
事
例
」
を
テ

ー
マ
に
、
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
㈱
ジ
ャ
パ

ン
リ
ー
ジ
ョ
ン
得
意
先
支
援
担

当
の
長
谷
川
洋
一
氏
が
話
し

た
。

　
イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ン

ズ
の
特
性
、
傾
斜
角
や
そ
り

角
、
角
膜
頂
点
間
距
離
の
測
定

法
、
マ
ル
チ
フ
ォ
ー
カ
ル
イ
ン

デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ン
ズ
の
測

定
時
の
注
意
点
な
ど
を
あ
げ
な

が
ら
、
販
売
事
例
を
紹
介
。
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
／
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
ア
プ

リ
の
活
用
を
あ
げ
、「
お
客
様

に
ア
プ
リ
の
画
面
を
見
て
い
た

だ
く
な
ど
、
イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ュ

ア
ル
レ
ン
ズ
の
特
性
と
は
な
に

か
、
な
に
が
特
別
な
の
か
を
可

視
化
し
て
ほ
し
い
」
と
し
た
。

　
午
後
５
時
、
会
場
を
静
岡
第

一
ホ
テ
ル
の「
四
川
料
理
渓
邦
」

に
席
を
移
し
て
懇
親
会
が
開
か

れ
、
藤
原
幹
也
理
事
の
音
頭
で

乾
杯
、
メ
ー
カ
ー
・
商
社
関
係

者
も
多
数
参
加
し
て
懇
親
を
深

め
た
。
午
後
７
時
す
ぎ
、
阿
部

久
司
理
事
の
一
本
締
め
で
散

会
。

　
㈱
ニ
コ
ン
・
エ
シ
ロ
ー
ル（
東

京
都
墨
田
区 

、
ル
ド
ヴ
ィ
ッ

ク
・
マ
チ
ュ
ー
代
表
）
は
、
紫

外
線
に
対
す
る
消
費
者
意
識
を

調
査
し
た
。

　
紫
外
線
量
は
年
々
増
加
し
続

け
て
い
る
。
気
象
庁
が
公
開
し

て
い
る
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
茨

城
県
つ
く
ば
で
観
測
さ
れ
た
紫

外
線
量
は
、
観
測
開
始
の
１
９

９
０
年
以
降
増
加
し
続
け
、
増

加
率
は
10
年
で
約
４
％
。
２
０

２
３
年
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

環
境
省
が
「
日
中
の
外
出
を
控

え
る
な
ど
特
に
配
慮
が
必
要
」

と
し
て
い
る
「
Ｕ
Ｖ
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
」
が
８
以
上
の
日
は
、
実

に
90
日
近
く
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
「
Ｕ
Ｖ
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
８
以
上
の
日
」
の
増
加
率
は

10
年
あ
た
り
13
日
に
及
ぶ
。

　
で
は
、
実
際
に
消
費
者
は
紫

外
線
と
そ
の
身
体
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
何
を
意
識
し
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
同
社
は
20
代
か
ら
90

代
の
男
女
８
４
９
人
に
、
紫
外

線
に
対
す
る
意
識
調
査
を
実
施

し
た
。

　「
紫
外
線
が
人
体
に
与
え
る

影
響
で
気
に
な
る
も
の
は
ど
れ

で
す
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
、

全
体
で
最
も
多
か
っ
た
回
答
は

「
日
焼
け
」(

77
・
４
％)

。
次

い
で「
皮
膚
が
ん
」（
75
・
４
％
）、

「
シ
ワ
・
シ
ミ
」（
75
・
１
％
）

と
皮
膚
へ
の
影
響
が
上
位
に
上

り
、
眼
の
病
気
で
あ
る
「
白
内

障
」
は
43
・
７
％
だ
っ
た
。

　
ま
た
「
ど
の
よ
う
な
紫
外
線

対
策
を
し
て
い
ま
す
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
は
、「
Ｕ
Ｖ

カ
ッ
ト
効
果
の
あ
る
ス
キ
ン
ケ

ア
商
品
を
使
用
す
る
」（
49
・

６
％
）、「
帽
子
を
か
ぶ
る
」

（
40
・
８
％
）、「
日
傘
を
使
用

す
る
」（
31
・
４
％
）
が
上
位

3
位
に
。
次
い
で
「
サ
ン
グ

ラ
ス
を
す
る
」（
29
・
２
％
）、

「
紫
外
線
対
策
は
し
て
い
な
い
」

（
18
・
４
％
）、「
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト

効
果
の
あ
る
衣
服
を
使
用
す

る
」（
18
・
３
％
）
が
続
き
、「
メ

ガ
ネ
を
す
る
」
は
16
・
７
％
と

い
う
結
果
だ
っ
た
。

　
日
焼
け
や
皮
膚
が
ん
リ
ス

ク
、
シ
ワ
・
シ
ミ
な
ど
肌
・
皮

膚
の
問
題

は
、
紫
外
線

に
よ
る
影
響

と
し
て
広
く

認
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
一

方
で
、
意
外

と
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
ま

た
対
策
と
し

て
も
マ
イ
ナ

ー
な
の
が
、

紫
外
線
に
よ
る
眼
へ
の
影
響
。

紫
外
線
は
網
膜
に
ま
で
届
く

が
、
紫
外
線
が
引
き
起
こ
す
眼

の
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
、
例
え
ば

紫
外
線
を
浴
び
た
直
後
に
発
症

す
る
こ
と
の
あ
る
紫
外
線
角
膜

炎
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
長

へ
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め

に
も
、
サ
ン
グ
ラ
ス
や
メ
ガ
ネ

で
紫
外
線
対
策
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
。

　
ま
た
、
加
齢
に
よ
り
光
へ
の

過
敏
性
が
上
が
り
、
屋
外
に
出

た
と
き
に
ま
ぶ
し
さ
を
感
じ
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
年
齢
を
重
ね
る
こ

と
で
瞳
孔
の
大
き
さ
を
調
節
す

る
筋
肉
が
衰
え
始
め
、
瞳
孔
が

小
さ
く
な
っ
て
光
に
対
す
る
反

応
が
緩
慢
に
な
る
の
が
原
因

だ
。

　
暗
い
所
で
瞳
が
大
き
く
な
る

速
度
も
遅
く
な
る
た
め
、
60
歳

以
上
の
人
は
、
周
り
の
物
が
薄

暗
く
見
え
た
り
、
屋
外
に
出
た

直
後
や
夜
間
の
運
転
中
に
対
向

車
が
来
た
と
き
に
は
光
を
ま
ぶ

し
く
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
。
明
る
い
場
所
か
ら
暗
い
場

所
へ
移
動
し
た
と
き
に
も
の
が

見
づ
ら
く
な
る
人
も
い
る
。

日本メガネ協会への対応意見募る

眼鏡に対する意識は薄くＵＶ対策が知られていない状態
メガネ・サングラス装用はわずか３割 老眼に紫外線対策を

紫
外
線
に
対
す
る
意
識
調
査

ニ
コ
ン
エ
シ
ロ
ー
ル

春田理事長

Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
の
長
谷
川

洋
一
氏
が
特
別
講
演

11
の
新
年
度
事
業
計
画
を
発
表

Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
に
よ
る
記
念
講
演
も

「
イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
レ
ン
ズ
の
特
性
と
販
売
事
例
」

春田理事長

日
メ
協
、
静
岡
県
眼
科
医
会
と

　

連
携
を
今
後
一
層
深
め
る

静岡県眼鏡商業協同組合 総会

５月に開催された日本眼鏡卸組合連合会の第 73回総会

藪下和巳新会長

薮下和巳氏を
新会長に選任

大
阪
眼
鏡
卸
協
同
組
合
、
福
井
県
眼
鏡
卸
商
協
同
組
合
、
東
京
眼
鏡
卸
協
同
組
合

日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合
会 

総
会

５月 29日に開かれた総会の様子

期
に
わ
た
っ
て
紫
外
線
を
浴
び

続
け
る
こ
と
で
起
こ
る
と
考
え

ら
れ
る
障
害
と
し
て
、白
内
障
、

翼
状
片
と
い
っ
た
病
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
眼
は
唯
一
露
出
し
て
い
る
体

内
組
織
で
、
毎
日
紫
外
線
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
眼
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日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

は
、
こ
の
ほ
ど
「
第
33
回
公
募
２
０
２

４
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
展
」
の
入
賞
作
品

を
公
表
し
た
。
同
展
は
、
広
く
実
作
品

を
公
募
し
、
審
査
・
表
彰
す
る
こ
と
に

よ
り
日
本
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
の

発
展
と
向
上
を
目
的
と
し
て
隔
年
に
開

催
し
て
い
る
。

「ブライダルダイヤモンド」に関するヒアリング調査
　❽ブライダルリング販売における接客で、現在、販売員に足りないと思
われる知識・情報は何でしょうか（複数回答可、27 件の回答）

　
❾
貴
店
で
は
複
数
ブ
ラ
ン
ド
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
リ
ン
グ
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
か
？ 

そ
の
場
合
、
取
り
扱
い
ブ
ラ
ン
ド

数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
29 

件
の
回
答
）

　❿複数ブランドをお取り扱いの場合、お客様の選
択の決め手は何でしょうか？（26 件の回答）

　⓫日本ジュエリー協会からのブライダルリングの販売
サポートとしてどのような形態が望ましいでしょうか？ 

（27 件の回答）

　⓬外資系ジュエリーブランドのブライダルリングに対して、貴店・貴ブ
ランドの優位点は何だと思いますか？（複数回答可 、27 件の回答）

　⓭ダイヤモンドのエンゲージ リングの購入者数を増やすために今
後必要なことは何だと思いますか？（複数回答可、29 件の回答 )

　
東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合

（
山
崎
親
一
理
事
長
）
は
、
５

月
27
日
に
ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー
ル

竹
芝
で
「
２
０
２
４
年
度
第
77

回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
、
第

１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
ま

で
審
議
し
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　
最
初
に
山
崎
理
事
長
は
「
眼

鏡
作
製
技
能
士
の
普
及
に
尽
力

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
後
、
山
崎
理
事
長
を

議
長
に
議
案
審
議
が
行
わ
れ

た
。

　
こ
の
中
の
新
年
度
事
業
方
針

で
は
、
一
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た

国
家
検
定
資
格
〝
眼
鏡
作
製
技

能
士
〟
の
組
合
委
員
の
資
格
取

得
者
の
増
加
及
び
組
合
員
の
資

格
取
得
の
支
援
と
と
も
に
、
都

民
へ
の
国
家
検
定
資
格
〝
眼
鏡

作
製
技
能
士
〟
の
啓
蒙
活
動
を

積
極
的
に
推
進
す
る
―
―
と
し

奨
励
賞

大
黒
華
玖
　
ブ
ロ
ー
チ
４
点
／

　
　
　
　
　
　under26

部
門

Zhao Xiangzhi

　
　
リ
ン
グ
１
点
／
海
外
部
門

松
本
の
り
こ
　
　
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
１
点
／JJDA

会
員
部
門

井
村
裕
司
　
リ
ン
グ
３
点
／

　
　
　
　
　JJDA

会
員
部
門

安
藤
康
裕
　
リ
ン
グ
４
点
／

　
　
　
　
　JJDA

会
員
部
門

LIAO PEI-TING	

　
ブ
ロ
ー
チ
３
点
／
海
外
部
門

招待審査員賞 福田哲夫賞

招待審査員賞 本間恵子賞

特別賞 日本ジュエリー協会賞

60 周年記念 JJDA 特別賞

髙
橋
正
樹
　
バ
ン
グ
ル
２
点
／

　
　
　
　
　JJDA

会
員
部
門

Koosolm
anom

ai Vinit	

リ
ン
グ
５
点
／
海
外
部
門

口
田
薫	

ブ
ロ
ー
チ
１
点
リ
ン
グ
２
点
／

　
　
　
　
　JJDA

会
員
部
門

SUN Yueyang	

ネ
ッ
ク

レ
ス
１
点
イ
ヤ
リ
ン
グ
１
点

ブ
ロ
ー
チ
１
点
／
海
外
部
門

優秀賞 優秀賞
籾山明子
ネックレス１点ブローチ
１点／一般部門

岡村ひかる	
ネックレス１点／ under26 部門

Bontridder Thierry
ブローチ 5 点／海外部門

Um Youjin	
ネックレス兼ブローチ 1 点／海外部門

大　賞

under26 部門賞 海外部門賞

佐藤寛朗	

リング5点／ＪＪＤＡ会員部門

て
い
る
。

　
総
会
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会

に
は
、
来
賓
、
組
合
員
ら
約
50

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
最
初

に
山
崎
理
事
長
が
「
今
年
は
年

初
の
能
登
半
島
地
震
な
ど
心
が

痛
む
年
に
な
り
ま
し
た
能
登
で

は
、
大
規
模
災
害
用
に
備
蓄
し

て
い
た
メ
ガ
ネ
が
活
躍
し
ま
し

た
。
今
後
も
非
常
時
に
備
え
て

備
蓄
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
」
と
し
、
続
け
て

「
今
年
は
、
眼
科
医
会
と
も
連

携
し
、
催
し
物
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
５
人
の
組
合
員
が
減

少
し
た
の
で
、
組
合
員
増
加
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
東
京
都
眼
科
医

会
・
井
上
賢
治
副
会
長
と
東
京

都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
池

谷
明
輝
課
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
。

　
来
賓
紹
介
の
後
に
は
、
日
本

眼
鏡
学
会
の
魚
里
博
理
事
長
が

「
日
本
に
は
、
約
４
万
人
の
眼

鏡
従
事
者
が
い
ま
す
が
、
国
家

資
格
を
取
っ
て
い
る
の
は
、
ま

だ
７
０
０
０
人
超
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
眼
科
医
会
と
の
連
携
も

重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
国
家

資
格
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
し
て
乾
杯
の
発
声
を
行

い
宴
席
の
場
へ
と
移
っ
た
。

　
宴
半
ば
で
は
、
ア
イ
バ
ン
ク

募
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
山

崎
理
事
長
か
ら
日
本
ア
イ
バ
ン

ク
協
会
の
小
杉
正
明
監
事
に
贈

呈
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
キ
ュ
ー

テ
ィ
ー
パ
イ
・
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
の

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が
り
、

中
締
め
で
は
日
本
メ
ガ
ネ
協
会

の
風
早
昭
正
理
事
長
が
「
日
本

メ
ガ
ネ
協
会
も
や
っ
と
地
に
足

が
つ
い
て
来
ま
し
た
。
メ
デ
ィ

ア
も
気
が
付
い
て
取
り
上
げ
て

く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
来
年

に
は
１
万
人
を
超

え
る
眼
鏡
作
製
技

能
士
が
誕
生
し
ま

す
」
と
し
た
。

１面か
ら続く

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
公
表

２
０
２
４
日本ジュエリー展

２
０
２
４
日本ジュエリー展日本ジュエリー展日本ジュエリー展 入賞作入賞作入賞作

ア
イ
バ
ン
ク
募
金

の
贈
呈
式
も
実
施

組合員の資格取得
増加へ積極的支援
組合員の資格取得
増加へ積極的支援

東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合
第
77
回
総
会

山
崎
理
事
長
か
ら
（
右
）
か
ら
日
本
ア
イ

バ
ン
ク
協
会
の
小
杉
監
事
に
募
金
贈
呈

総
会
で
挨
拶
す
る
山
崎
理
事
長（
中
央
）

山崎理事長「非常時用
のメガネ備蓄今後も」

懇親会には来賓組合員 50人が参加

魚
里
博
氏

風
早
昭
正
氏

キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
パ
イ
・
ま
ゆ
ち
ゃ
ん

以下次号に掲載

眼鏡作製技能士眼鏡作製技能士
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